
�２ 感染症・食中毒関係年表

明治２

３

４

６

７

９

１０

１１

１２

― コレラ初の流行

３．― 横浜 腸チフス発

生

春 夏にかけ痘瘡，風

疹流行

５．２４種痘実施

― 横浜 天然痘流行

７．― 東京 天然痘流行

（患者３０１人，う

ち死者１５４人）

９．― 大阪 初のコレラ

流行（患者１，６１８

人，死者１，２２７人）

８．― 長崎 コレラ発生，

全国に広がり流行

（患者１万３，７１０

人，死者７，９７６人）

９．― コレラ流行により

まじないはやる

３．１４松山市 コレラ発

生，全国に蔓延

― コレラ患者隔離の

ための病院開設相

次ぐ

８．― 各地でコレラ患者

隔離反対の農民暴

動勃発（コレラ一

揆）

７．３０東京府 種痘奨励

の布告

― 「種痘館規則」制

定

― 「文部省」設置

４．４ 東京府 狂犬病予

防のため，野犬見

つけ次第駆殺

５．― 文部省「小学校に

入学する者は種痘

をすることが条

件」と通達

８．―「コレラ予防規則」

制定

１０．３０種痘規則公布，種

痘強制施行

５．１８「天然痘予防規則」

制定

８．２７「コレラ予防心得」

制定

１２．２８内務省「便所，下

水の清掃法」通達

（コレラ予防のた

め）

３．２６「ジフテリア予防

心得」制定

１２．― 警察庁「氷製造人

並発売人取締規

則」制定（コレラ

流行が氷の媒介に

よることが多かっ

たため）

７．１４「コレラ病伝染予

防規則」

― ロンドン コレラ

大流行（～１８５４）

８．― コッホ（ドイツ）

が炭そ菌の純粋培

養に成功，伝染病

の基本的メカニズ

ム解明

― パスツール（フラ

ンス）ウイルスに

感染したニワトリ

にはその病原体に

免疫があることを

発見

― ナイサー（ドイツ）

淋菌発見

１８２２

１８４８

１８６９

１８７０

１８７１

１８７３
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年号 子どもをめぐる感染症の状況 日本の状況 行政 国外の状況 西暦



明治１２

１３

１４

１５

１６

１７

１８

１９

２．― ３月にかけて全国

で麻疹大流行

１２．２７全国のコレラ患者

総数１６万８，３１４人，

う ち 死 者１０万

１，３６４人

１．１５尾張地方 天然痘

流行

１．― 東京 発疹性熱病

流行（はしかかぜ

と呼ばれる）

― 発疹チフス患者

日本で初めて発見

― 東京 腸チフス流

行

５．２９東京 コレラ発生，

全国に広がる（患

者５万１，６１８人，

死者３万３，７８４人）

１１．― 神奈川 天然痘流

行

７．― 長崎，京都 コレ

ラ流行 全国で患

者１万３，７７２人，

死者９，３１０人

秋冬 富山，横浜市，翌

年にかけて天然痘

流行

― 全国で赤痢・チフ

ス大流行 赤痢患

者約５万人，腸チ

フス患者約３万人

５．― 長崎 再びコレラ

流行 全国に広が

る 全国で患者１５

万５，９２３人，うち

死者１０万８，４０５人

― この年，伝染病大

流行 天然痘で約

２万人，腸チフス

で約１万人死亡

７．９「伝染病予防規則」

制定によりコレラ，

チフス，赤痢，ジ

フテリア，発疹チ

フス，痘瘡の６種

を法定伝染病に指

定

５．― 京都市 各小学区

に種痘医を置く

８．２７清でコレラ流行の

ため，長崎，神戸，

横浜３港発又は経

由の船舶に「船舶

検査規則」実施

７．― 検疫本部・支部が

置かれる日本の検

疫制度の初め

１１．―「種痘規則」制定

１２．― ハンセン（ノル

ウェー）ライ菌発

見

― パスツール 狂犬

病の予防に成功

― エーベルト（ドイ

ツ）チフス菌発見

― フォラニーニ（イ

タリア）肺結核治

療に人工気胸術を

創始

― コッホ 結核菌発

見

４．― コッホ コレラ菌

発見

― クレープスとレフ

ラー（ドイツ）ジ

フテリア菌発見

８．― 清 アモイでコレ

ラ流行

８．― アメリカ シカゴ

の水道 ミシガン

湖底の汚物で汚染，

チフスで４万人死

亡

― エシェリッヒ（ド

イツ）大腸菌発見

― パスツール 狂犬

病予防法完成

― ローゼンバッハ

破傷風菌発見

１８８０

１８８１

１８８２

１８８３

１８８４

１８８５

１８８６



明治２１

２２

２３

２４

２５

２６

２７

２８

２９ １．― ～５月 東京 麻

疹流行患者５万

８，７７１人，死者８８４

人

― 富山 腸チフス流

行 患者１，１２６人，

死者２８１人

― 長崎市 飲料水の

不良により赤痢流

行

― 志賀潔 赤痢菌発

見

２．― 流行性感冒 全国

で流行 初めてイ

ンフルエンザと紹

介される

６．― 長崎 コレラ発生，

全国に広がる 患

者４万６，０１９人，

うち死者３万５，２２７

人

４．― 横浜市 天然痘発

生

１．― ～６月 東京，神

奈川中心に天然痘

流行

１１．３０ 大日本私立衛生

会，伝染病研究

所設立（主任

北里柴三郎）

― 全国で赤痢，天然

痘流行

― 東京 チフス流行

８．２５北里柴三郎 ペス

ト菌発見

６．７ 長崎 ペスト発生

７．― 全国でコレラ流行

患 者５万６，０００人，

死者３万９，０００人

１１．１３北里柴三郎 ジフ

テリア患者に初の

血清療法 翌年ま

でに３２２人を治療

― 全国で赤痢大流行

患者１５万５，０００人，

死者３万８，０９４人

― 高専以上の学生の

３．５％以上が結核

患者と判明

― 腸チフス流行 死

者８，４０１人

１０．― ５月～ 全国で赤

痢流行 患者７

万６，０００人，死者

１万９，０００人

４．― 横浜市 市民１万

１，６０１人に，種痘

実施

３．２９「獣疫予防法公布」

狂犬病を獣疫に指

定

１１．１４パリ パスツール

研究所開設

― 北里柴三郎 コッ

ホのもとで，破傷

風菌の純粋培養に

成功

― インフルエンザ

世界的に流行

８．― コッホ 結核の治

療剤 ツベルクリ

ンの創製発表

１２．４ ベーリングと北里

柴三郎 ジフテリ

ア，破傷風の血清

療法発見

１０．― バイフェル 流行

性感冒の病原菌発

見

― 細菌学者ハフキン

（イギリス）コレ

ラ菌の弱毒株を開

発 インドで４万

５，０００人に用い死

亡率７０％低下

春― 香港 ペスト流行

１８８８

１８８９

１８９０

１８９１

１８９２

１８９３

１８９４

１８９５

１８９６



明治３０

３１

３２

３３

３４

３５

３６

１．― ～６月 全国で天

然痘流行

５．― 緒方正規 ペスト

菌がネズミのノミ

で伝播することを

発見

８．― 神奈川 赤痢流行

全国に広がる

患者８万９，４００人，

死者２万２，３００人

― 北里柴三郎 コレ

ラ血清療法を完成

― 東京 ジフテリア

流行 患者１，４３４

人，死者２７８人

８．― 赤痢流行 死者２

万３，７６３人

― 全国の肺結核患者

６万６，４０９人，総

死亡の７．１％

１０．― 神奈川 赤痢流行

１２．― 第１回ライ実態調

査によると，患者

３万３５９人

１．― 長崎市 牛痘流行

９．― 神奈川 赤痢流行

７．８ 満州帰りの船客が

長崎港にコレラ持

ち込み，長崎，福

岡，岡山で流行

８．３ 愛知 赤痢発生

死者５０人

１０．― 横浜市，東京 ペ

スト発生

５．１２横浜市 ペスト発

生 患者４９人，う

ち死者４１人

５．２５長崎市 ペスト発

生 患者隔離

７．― 京都市 コレラ発

生 患者２１６人，

うち死者１７８人

― 二木謙三 赤痢菌

「駒込Ａ菌，Ｂ菌」

発見

４．１「伝染病予防法」

公布（コレラ，赤

痢，腸チフス，天

然痘，発疹チフス，

ジフテリア，ペス

トに猩紅熱を追加

し，８種）市町村

に隔離病舎の設立

を義務付ける国内

防疫制度の完成

９．２８文部省「学校伝染

病，及び消毒方

法」を公布

２．１４「海港検疫法」公

布 伝染病予防体

制確立

３．３１「伝染病研究所」

内務省の管轄に

北里柴三郎 主任

に就任

４．１２横浜，神戸，長崎，

国ノ津に検疫所設

置

１１．― 内務省 ペスト流

行につき，家ネズ

ミを駆除するよう

通達

５．２３内務省 アジア各

地でのコレラ流行

により，全国の主

要港の検疫強化を

指令

― 内務省 トラコー

マを急性伝染病と

同様に扱うことを

決める

― 台湾 ペスト流行

５．― 台湾，香港などア

ジア各地でコレラ

蔓延

１８９７

１８９８

１８９９

１９００

１９０１

１９０２

１９０３



明治３７

３８

３９

４０

４１

４２

４３

４４

大正元

５．― 埼玉 麻疹流行

― トラコーマ罹患率

２３％

秋田県雄勝郡山田

小学校４９％，堀切

小学校５４％

― 長崎市 小学校児

童にトラコーマ検

診 児童１万２，０４３

人中，４３０７人

６．― 福島，岡山 教員

に結核検診実施

この時初めてツベ

ルクリン反応が用

いられる

― 芝山五郎作 日本

に腸チフスの他，

パラチフスが存在

することを証明

４．― 第２回ライ実態調

査 患 者 数２万

３，８１５人（第１回

から大幅に減少）

３．― 大阪 ペスト流行

５．３０北海道 狂犬病流

行

８．９ 横浜市 ３回目の

ペスト流行 患者

１９人，死者１８人

１１．２９甲府市 コレラ発

生 患者１１人

１．１０京都 天然痘流行

近畿，東京に広が

り，患者１万８，０００

人，死者６，０００人

６．１２コッホ来日 伝染

病予防対策に関す

る世論を喚起

７．― 横浜市 第４回ペ

スト流行

― 近畿～関東地方

天然痘流行

９．１ 神奈川 腸チフス，

赤痢流行

１０．１ 阪神地方 コレラ

発生 加茂川流域

の漁業，水泳，水

の使用禁止

― 陸軍，新入営兵全

員に腸チフス，パ

ラチフスの予防接

種実施

１１．― ツベルクリン注射

始まる

― 徴兵検査受検者４０

万８，７５３人 中，ト

ラコーマ患者６万

１，２３０人

２．３ 栃木 住民にトラ

コーマ検診

８．― 上海で発生したコ

レラ，長崎に侵入

患者２３５人，うち

死者１３９人

２．４ 内務省「肺結核予

防令」公布

１１．３０内務省の伝染病研

究所 落成

３．１９ライ予防に関する

法律公布 ただし，

ライ予防という法

律名を用いず，法

律第１１号とされる

６．２５「海港検疫法」第

１次改正

４．１４「種痘法」公布

新生児の種痘を義

務付ける

― 長野 各市町村毎

にトラコーマ検診

を実施

７．２１パラチフスを伝染

病に追加

１．２６文部省「学校伝染

病予防，及び消毒

方法」の中で学校

において注意すべ

き伝染病に「パラ

チフス」を追加

― ボルデ，ジャン

グー（ベルギー）

百日咳菌発見

― ワッセルマン（ド

イツ）梅毒の血清

反応による診断法

考案

― 世界的にペスト流

行 インドで死者

１２０万人

― ニコル（フランス）

発疹チフスがシラ

ミにより伝染する

ことを発見

― 満州 ペスト大流

行

１９０４

１９０５

１９０６

１９０７

１９０８

１９０９

１９１０

１９１１

１９１２



大正元

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

７．４ 東京 戸塚小学校

全校児童にツベル

クリン接種，父兄

に承諾を求めな

かったため，問題

に

４．― 奈良，神奈川 学

校衛生主事が置か

れる

９．１８東京 コレラ流行

のため，小学校児

童の弁当を廃止し，

授業時間繰り上げ

る

９．― 横浜市 第５回ペ

スト流行

１．２９長崎市 天然痘発

生 患者１５０人余

２．― 東京 発疹チフス

発生 各地で流行

死者１，１７６人

４．２１東京 真性ペスト

発生 死者４１人

― 北海道 腸チフス，

パラチフス流行

１．４ 長崎市 腸チフス

発生

１２．１１北里柴三郎により，

北里研究所開設

伝染病の研究と血

清製造開始

７．２７ 横浜入港の「ハワ

イ丸」の乗客にコ

レラ発生 全国に

広がる

３．１ 長崎市 コレラ発

生 付近住民２万

３，４８５人の検便実

施

― 志賀潔 世界初

結核菌生ワクチン

を製造

― 神戸市 天然痘発

生患者５，１２１人，

死者９３５人

１０．― スペイン風邪大流

行 死者約１５万人

６．１０長崎市 海上に停

泊中の発動機船に

コレラ発生 患者

４４６人

７．― 岡山 腸チフス流

行患者１，３２２人，

死者２９１人

１０．１４ 伝染病研究所「内

務省」→「文部

省」に移管

７．１０ 東京，大阪，神戸

に肺結核療養所の

設置が決まる

９．２２コレラ流行のため，

宮内省 半蔵門閉

鎖

５．― 大阪に最初の公立

結核療養所設立

以後東京，名古屋

など１７都市にも設

立

３．２７「結核予防法」「ト

ラコーマ予防法」

公布 ９．１施行

８．― アメリカ スペイ

ン風邪 大流行

死者約５０万人

― スペイン風邪大流

行 １０月～翌年２

月 で 患 者１４２万

４，２６３人，死者６万

５，８５２人

１．６ ベルリンの子ども

４８万５，０００人の，

２万９，０００人が結核

１９１３

１９１４

１９１５

１９１６

１９１７

１９１８

１９１９

１９２０

１９２１



大正１１

１２

１３

１４

昭和元

２

３

４

５

６

４．１ 長崎市 学校衛生

技師２人

学校衛生助手１１人

を採用し，毎日各

小学校児童のトラ

コーマ治療に当た

らせる

― 一年間に小学校の

教員約５００人が結

核により死亡，児

童への影響が問題

化

４．１３東京 はしか流行

９．６ 福岡 上海からコ

レラ侵入 全国に

広がり，死者１１１

人

１２．― 大阪市 ペスト発

生 全国に広がる

患者１１８人，うち

死者６７人（これが

ペストの最後の流

行となる）

１０．１８関東大震災後，こ

の日までの伝染病

（赤痢・チフス）

患者３６８６人，死者

６２４人

３．１１東京 震災後のバ

ラック街に腸チフ

ス発生 死者３９５

人

４．― チフス患者１，５７２

人に減少（前年度

は１万１９２人）

― BCG菌株 フラン

スのパスツール研

究所から日本に分

与 志賀潔が持ち

帰る

４．― 東京 飴やあんに

よる食中毒発生

７．― 東京 赤痢流行

（患者６０人）

８．１３大阪 コレラ流行

（患者１，０００人）

１１．２０岡山邑久町 日本

初の「国立癩療養

所」開設

６．６ 結核予防策として，

「東京市立大塚健

康相談所」開設

４．１０「家畜伝染病予防

法」制定

４．１０「伝染病予防法」

一部改正（法定伝

染病にパラチフス，

流行性脳脊髄膜炎

を追加。コレラ，

ペストの擬似患者

に対する就学制限

などにつき規定）

９．９ 文部省「学校伝染

病予防規定」制定

１．４ 警察庁「結核相談

所」を開設

５．４ 文部省 学校衛生

課を「体育課」と

改名

１．２４文部省 児童の健

康，精神上の過重

負担から小学校で

の入試準備教育，

模擬試験などを禁

ずるように府県に

通達
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昭和７

８

９

１０

１１

１２

１３

１４

１５

１６

１７

― 風疹流行

１．７ 神戸市 孤児院で

赤痢発生

１．１０川崎市 赤痢流行

（患 者４４７人，死

者４４人）で小学校

がこの日から休校

５．１０静岡 運動会で出

された大福餅が原

因で食中毒発生

７．１２東京 尋常小学校

で結核のレントゲ

ン検査開始

― 関西地方 ポリオ

流行（患者約３，０００

人）

― 横須賀市立沢山小

学校が全国に先駆

け，全校児童にツ

ベルクリン注射を

実施

１．１７横浜市 全市１０３

国民学校の生徒の

レントゲン検査実

施

４．１ 国民学校卒業児童

の希望者にBCG

１１．― 群馬草津町「国立

癩療養所」開設

― コレラ発生（患者

４人，死者１人）

１１．１７熊本市 天然痘流

行

― 浜松市 大福餅サ

ルモネラ中毒事件

（患 者２，２０１人，

死者４４人）

― 結核患者増加，死

因別死亡率で３６年

ぶり第１位に

― 大牟田市 赤痢大

規模発生（患者２

万人超）

５．― 結核死亡率，東京

世界１位

４．― 簡易保険健康相談

所 全国４０ケ所に

小児結核予防所の

設置決定

５．２２日本結核予防協会

が解散，「結核予

防会」設立

３．１３インド黒色病日本

で初めて発生

９．２６国民体力法施行規

則により，ツベル

クリン皮内反応検

査を国民全員に実

施

９．７ 長崎市 デング熱

流行

１０．２０第１回結核予防国

民運動振興週間ス

タート

１１．― 精製痘苗による皮

下種痘法実施。こ

れにより，痘痕な

くなる。

４．５「結核予防法」改

正

４．１「国民健康保険法」

公布

― 厚生省発足

４．１ 厚生省 乳幼児の

結核予防を目的に

一斉検診開始

― 全国５ケ所の公立

癩療養所（明治４２

年設立）が厚生省

に移管され，「国

立癩療養所」とし

て発足

― インフルエンザウ

イルス発見

― Ａ型インフルエン

ザ流行

― オーストラリア

Ｑ熱初報告
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昭和１８

１９

２０

２１

２２

２３

８．１３国民学校修

了者でツ反陰性者

のうち希望者のみ

に実施していた

BCG接 種 を 陰

性・疑陽性者全員

に接種に

１１．― 阪大附属病院皮膚

科の通院患者のう

ち７～８割が疥癬

に。疥癬が国民病

と呼ばれる。

― 全国一斉にジフテ

リア予防接種実施

２．４ 横浜市 集団疎開

の学童に性病が広

がる

― 百日咳ワクチン禍

（患者６５人）

― 京都，島根 ジフ

テリア予防接種事

故（患 者６０６人，

死者６８人）

１．― インフルエンザ流

行

１２．― 天然痘，発疹チフ

スが全国に蔓延

― 梅毒大流行（～

１９５０）

１．６ 大阪 発疹チフス

発生 全国 天然

痘，コレラ流行

― 引揚げ船にコレラ

発生，浦賀港外に

て海上隔離２ケ月

― 東京 配給の小麦

粉から食中毒（患

者５，０００人）

― 結核予防会 全国

一斉に結核予防実

践運動。街頭検診

とBCG接種実施

― 天然痘大流行（患

者１万８，０００人，

うち死者３，０００人）

― 性病患者４０万人超

す

８．― 日本脳炎大流行

（患者４，７５７人，

死者２，６２０人）

１２．― 神戸市 ビルマ産

雑豆により中毒発

生

― 全国１，３００ケ所に

健民修練所開設

７．１５厚生省 日本脳炎

を伝染病予防法の

適用される伝染病

に指定

― GHQ「ワクチン

その他の供給に関

する覚書」

― GHQ「日本にお

ける発疹，チフス

予防取締りに関す

る覚書」

― GHQ「ジフテリ

ア取締りに関する

覚書」

― 発疹チフス注意患

者届出規則公布，

施行

― GHQ「天然痘予

防措置としての種

痘に関する覚書」

― GHQ「伝染病明

細書にマラリア及

び嗜眠性脳炎を追

加するように指

示」

３．５「伝染病届出規則」

制定

― 引揚者の結核検診

対策実施

― GHQ「結核強化

に関する覚書」を

発表

― 保健所法全面改定

全国８４５ケ所に保

健所設置

４．１４文部省「学校清潔

法」通達

６．３０「予防接種法」公

布，BCG接 種 法

制化

７．１５「性病予防法」公

布

― 結核の特効薬とな

る抗生物質ストレ

プトマイシンの発

見

― 旧ソ・クリミア地

方 クリミア・コ

ンゴ出血熱発生

７．― 世 界 保 健 機 構

（WHO）正式発足

― WHO インフル

エンザ対策に着手

― アメリカ・ヨー

ロッパ イタリア

風邪流行（～１９４９）

― エジプト コレラ

流行
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昭和２４

２５

２６

２７

２８

２９

２．１７川崎市 市内６小

学校で給食のミー

トシチューが原因

で食中毒（患児

４，３００人）

― ジフテリア予防接

種液の使用一切禁

止

― 北海道，東北 小

児マヒ集団発生

９．― 東京 都内の小学

校で給食のソー

セージによる集団

食中毒（患者１，３４０

人）都はソーセー

ジの給食を中止

１２．２７長野 小学校にて

結核集団発生

５．２９北海道 ニシンの

いずしによる日本

初のボツリヌス菌

による中毒死事件

発生

１１．― 宮城 百日咳の予

防接種から乳幼児

６５人が結核に感染

１１．２１東京 小学校で約

６００人のソーセー

ジ原料による集団

食中毒発生，名古

屋，岐阜でも発生

５．７ 全国で「いずみ熱」

流行

３．２３横浜市 小学校で

学童１４５人に集団

猩紅熱発生

７．８ 東京都 狂犬病流

行対策のため犬の

放し飼い禁止

― 予防接種法により

０～３０歳を対象に

BCG接種

２．― インフルエンザ大

流 行（患者１１万

２，０００人と発表）

― 大阪 シラスの腸

炎ビブリオによる

食中毒

― 赤痢大流行（患者

９万３，０３９人，死

者１万４８３６人）

２．― 武田薬品 インフ

ルエンザワクチン

の生産を開始

６．― 病原菌（コレラ，

チフス，狂犬病，

赤痢）の実験体に

なるという学生ア

ルバイト登場

４．２７国立癩研究所設置

１０．―「BCG新接種法」

完成

― 日本脳炎撲滅対策

医師は２時間以内

に届け出

― 公衆衛生局「ツベ

ルクリン反応検査

心得」配布

４．２７衆・参両院 結核

予防対策強化につ

いての決議

８．２６「狂犬病予防法」

公布，施行

１１．２６結核対策本部設置

１２．― 文部省 全国の学

校に「結核の予防

について」通達

２．１１厚生省 保健所の

整備と結核病床１

万７，０００床の新設

を発表

３．３１「結核予防法」全

面改正

１０．１４厚生省 BCG有害

論争に対し，接種

続行を表明

１１．１８結核予防審議会

BCGは有効無害

であるとの意見書

公表

１．１８厚生省 BCG有害

論に対し，有効無

害を再確認

１１．１９厚生省 結核死亡

者激減，脳出血死

激増と発表

５．１２文部省 修学旅行

中，遠足時におけ

る伝染病の感染，

集団食中毒を防止

するように小中学

校に通達

３．１３厚生省 結核実態

調査で患者２９２万

６．１ 日本脳炎を法定伝

染病に指定

― ポリオ「伝染病予

防法」にて届け出

伝染病に指定

― 北ヨーロッパ ス

カンジナビア型と

リバプール型のイ

ンフルエンザ流行

５．１６日本，WHOに正

式加盟

１２．― イギリス，ロンド

ン スモッグ発生，

肺炎などで４，０００

人の死者

１９４９

１９５０
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昭和３０

３１

３２

３３

３４

３５

３．１ 東京 都内の小学

校で給食の脱脂粉

乳により，集団食

中毒発生

９．１６岡山邑久郡 全国

初の癩患者のため

の高校開校

５．３０小児マヒ予防薬

ソークワクチンの

使用開始

６．３ 学校医ら 虫歯，

寄生虫，トラコー

マ３大病撲滅運動

５カ年計画を開始

２．２４横浜市衛生局 入

船小学校児童と家

族に初のトラコー

マ検診実施

― 大垣市 プールに

より約１，０００人に

流行性角結膜炎発

生

８．２１小児マヒ患者全国

で２，０００人超す

９．１９横浜市，焼津市

子どもの間に集団

赤痢発生

― 小学校のプールで

咽頭結膜熱流行

（～１９５９）

― 東京 アデノウイ

ルス３型による咽

頭結膜熱が流行

１．２０川崎市 小学校で

集団赤痢発生（こ

の日までに患者６１

人）

６．― 青森・八戸市 小

児マヒ集団発生

８．５ 東京・江東地区

小児マヒ集団発生

２．２０東京武蔵野日赤病

院に日本初の小児

マヒ治療センター

完成

４．― 小児マヒワクチン

集団投与開始

４．２１長崎 炭住街で小

学生に赤痢発生，

伝染経路は小学校

の井戸

８．１ 結核検診 全国民

対象に

― この年の天然痘患

者１人を最後に，

日本の天然痘患者

なくなる

― インフルエンザ大

流行

― インフルエンザ大

流行 国民の４０～

６０％が罹患（学童

だけで患者１００万

人，休校が都内だ

けで，２，５８８校）

９．― 小児マヒ予防薬

ソークワクチンの

国内量産始まる

３．２５厚生省 先天性股

関節脱臼及び脊髄

性小児マヒの特別

対策実施

４．１ 厚生省 結核の無

料検診実施を決定

１１．６ 伝染病予防調査会

ソークワクチンの

国内生産や小児マ

ヒの法定伝染病指

定を決める

１０．１８厚生省 小児マヒ

を指定伝染病に

３．２８「児童福祉法」改

正 骨関節結核に

かかっている児童

に対する療育給付

制度創設

１０．１９文部省 学生・生

徒の健康調査結果

発表 寄生虫・結

核は減少

― バンコマイシン開

発

― アジア風邪 世界

的な大流行

― 手足口病 初の報

告

１９５５
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昭和３５

３６

３７

３８

３９

４０

４１

４２

４３

４４

５．― 小児マヒ全国に集

団発生

― インフルエンザワ

クチン 学校保健

事業として開始

６．２１小児マヒ患者１月

以来１，０００人突破

７．２０全国で１～４年生

を対象に小児マヒ

生ワクチン本格的

投与開始

― 川崎病発見される

１１．― 東京・世田谷区が

都内で初めて小中

学生にインフルエ

ンザワクチンの予

防接種開始

９．４ ジフテリア・百日

咳混合ワクチン完

成

― 長野，富山の小中

学校で集団赤痢発

生

１．― 三種混合ワクチン，

ポリオワクチン投

与開始

２．８ 国産小児マヒワク

チン完成

３．１ 小児マヒワクチン

を使用した健康優

良児死亡

１２．― 東京，横浜市 イ

ンフルエンザワク

チン接種による死

亡事故発生

― 長野，札幌市，東

京都葛飾区の小中

学校で集団赤痢

４．― 傷跡を残さないス

タンプ式のBCG

接種始まる

１２．― ３歳未満インフル

エンザワクチン接

種中止

１２．― 千葉 混合ワクチ

ン予防接種を受け

た幼児２０人が発熱，

３人が重症

― ジフテリア・百日

咳・破傷風の三種

混合ワクチン採用

６．１３横浜市 工業用水

誤配により幼稚園

児に集団赤痢発生

３．７ 東京 流感流行

（この日までに死

者３０５，休校１，２３８）

その後全国へ

― 沖縄 風疹流行

（～１９６５）「先 天

性風疹症候群」の

子ども４００人生ま

れる

― 仙台市 腸チフス

１３人発症

― 京都 腸チフス１１

人発症

― 厚生省 ソ連・カ

ナダから小児マヒ

生ワクチン１，３００

万人分の緊急輸入

決定

４．２ 厚生省 インフル

エンザワクチン勧

奨接種（国家予算）

７．３１厚生省 台湾バナ

ナ輸入禁止

― MRSA発見

― Ｂ台湾型インフル

エンザ発生

― 台湾 コレラ流行

― 米国 風疹流行

― 西ドイツ，ユーゴ

スラビア マール

ブルグ病発生

― 香港風邪 世界的

な大流行

― ガーナ 急性出血

性結膜炎大流行

― 西アフリカ ラッ

サ熱最初の感染者

１９６１

１９６２

１９６３

１９６４

１９６５

１９６６

１９６７

１９６８

１９６９



昭和４５

４６

４７

４８

４９

５０

５１

５２

５３

５４

― 種痘ワクチン接種

で赤ちゃんが死亡

する事故が続出

― 子どもの間に初め

て手足口病が流行

― 都内小中学校 新

型インフルエンザ

による学級閉鎖

１，１３３校

― 百日咳菌体成分に

よるワクチン事故

― 百日咳菌体成分に

よるワクチン事故。

一時中止

８．― 東京・調布市 高

校生がボツリヌス

菌Ａ型食中毒で死

亡，日本初

９．１８種痘の定期接種廃

止

― 神奈川 校医検診

の媒介により中学

校生徒１５０人が急

性出血性結膜炎に

― 幼稚園児から高校

生までインフルエ

ンザワクチン義務

接種

― 全国的に風疹流行

― 中学生女子を対象

に定期に風疹予防

接種実施される

― 生後１２ケ月以上，

おたふく風邪任意

接種の形で予防接

種開始

５．― 子供たちに手足口

病流行，学級閉鎖

に踏み切る幼稚園

も現れる

１０．１ １～６歳まで麻疹

の予防接種義務化

７．２５神奈川 小学校で

カンピロバクター

セズニ―菌により，

発熱，下痢，腹痛

を訴え休む児童，

職員続出（患者約

４００人）

― ネパール旅行中犬

にかまれた学生が

帰国後，狂犬病発

病で死亡

― 群馬，栃木 腸チ

フス１４人発症

― 急性出血性結膜炎

流行

― シラミや疥癬が流

行

― ラッサ熱騒動

― 和歌山・有田市

コレラ流行（患者

４３人）

― Ａソ連型インフル

エンザ流行

― 西日本 日本脳炎

多発

１．３０厚生省 乳幼児事

故多発のため三種

混合ワクチン接種

の一時中止を決定

２．１５文部・厚生研究班

川崎病全国で急増

と発表（患者約１

万人）

３．１０厚生省 ラッサ熱

を指定伝染病に指

定

６．―「予防接種法」改

正公布

― 南アフリカから天

然痘根絶

― Ｂ香港型インフル

エンザの流行

― バングラデッシュ

アジア最後の天然

痘患者

― アフリカ ザイー

ル エボラ出血熱

発病

― 米国 在郷軍人病

発生

― ソ連風邪 世界的

な流行

― ソマリアで最後の

天然痘患者（これ

が実質上世界最後

の天然痘患者）

― 米国 エイズの報

告

１０．２６WHO アフリカ

での「天然痘絶滅

宣言」

１９７０

１９７１

１９７２

１９７３

１９７４

１９７５

１９７６

１９７７

１９７８

１９７９



昭和５５

５６

５７

５８

５９

６０

６１

６２

６３

２．２８長野 小２ポリオ

患者から日本では

絶滅とされていた

Ⅰ型ウイルス検出

８～１２．宮崎 急性出血

性結膜炎流行

― 沈降精製百日咳ワ

クチン開発

― 川崎病大流行

― おたふく風邪流行

３．１９川崎市 小学校の

給食用鶏肉の大半

がサルモネラ菌に

汚染

― 西日本 麻疹流行

（患者１２万人超え

る）

― おたふく風邪再び

増加

１．１０りんご病大流行

― インフルエンザ予

防接種は任意接種

へ

― アジア人日本語学

校生に結核患者多

発

２．１３エイズ汚染血液製

剤により小中学生

４人発病，２人死

亡，小中学校で初

８．２５札幌市 結核の中

学校教師から生徒

５０人集団感染

― Ｂ型インフルエン

ザ流行

７．５ 血友病患者，エイ

ズで死亡

５．― 徳島 紅斑熱リ

ケッチア症初確認

― Ａ香港型インフル

エンザ流行

８．１５日本人初のラッサ

熱感染

― 青森 クリプトス

ポリジウム原虫に

よる集団下痢症

― 日本でエイズ患者

４３

― 三重大附属病院で

Ｂ型肝炎，研修医

死亡

― MRSA感染による

日本初の死者

― 医学研究者ら Ｑ

熱発病

９．１２文部省 手足口病，

風疹など１８種を

「新伝染病」に指

定

７．１８厚生省 エイズ実

態調査に研究班設

置

６．２６文体給１３３通知「学

校給食における衛

生管理の強化につ

いて」

３．２２厚生省 エイズ日

本人患者第一号確

認

― 厚生省 Ｂ型肝炎

ワクチン接種許可

１．１７厚生省 エイズ患

者国内初認定

９．２８文体保３９通知「当

面のインフルエン

ザ予防接種の取扱

いについて」

８．１７文体学１３１通知「学

校給食における食

中毒発生の防止に

ついて」

５．８ WHO 地球上か

らの「天然痘根絶

宣言」

― 中国，インド，タ

イ，韓国 日本脳

炎大流行

― 台湾 ポリオⅠ型

ウイルスの流行

５．２４米国 エイズを国

家最優先対策病に

指定

４．２３米国 エイズウイ

ルスを発見

― 南アフリカ クリ

ミア・コンゴ出血

熱発生

― 英国 狂牛病発生

１．１６WHO エイズ患

者５大陸７５カ国で

２万８８人

― フラ ン ス VRE

感染症確認

― タイ エイズ爆発

的に増加

― アフリカ，南米

黄熱増加

１９８０

１９８１

１９８２

１９８３

１９８４

１９８５

１９８６

１９８７

１９８８



平成元

２

３

４

５

６

７

８

４．― 福岡 学習塾の講

師から中学生２４人

が結核に集団感染

９．―２０歳代の若者に伝

染性単核症流行

― MMR三種混合ワ

クチン接種開始

１０．２０埼玉 幼稚園でO

―１５７による集団下

痢症

４．― 都内の小中学生の

間で麻疹流行（前

年の約７倍）

６．５ 青森 小中学校で

いずみ熱集団発生，

学校給食が感染源

４．― 大阪 給食弁当か

らサルモネラ菌に

よる集団食中毒発

生（死者１人）

９．― 小中学生の胸部Ｘ

線集団検診廃止

― インフルエンザ大

流行

― 風疹ワクチンの予

防接種義務づけ廃

止，勧奨接種へ

― プール熱の原因と

なるアデノウイル

ス７型が全国的に

広がる

４．― 小学５，６年用

保健教科書にエイ

ズ関連記事掲載

２．８ 輸入物のチーズか

ら日本で初めてリ

スラリア菌検出

６．― 千葉「劇症型Ａ型

溶血連鎖球菌感染

症」日本第一号の

患者発見

― すし屋でＡ型肝炎

（患者１５０人）

８．― 東京 約３０人がレ

ジオネラ菌に感染，

日本で同菌の集団

感染は初

― インフルエンザ大

流行

１．― HIV訴訟 川田龍

平が原告で初めて

名前を公表

７．― コレラ患者全国で

急増（患者は前年

の３倍）

― VRE感染者の初

報告

― レストランでＡ型

肝炎発生

３．２９HIV訴訟，和解

― 全国でO―１５７によ

る食中毒あいつぐ

１．１２厚生省 輸入血液

製剤でエイズに感

染した血友病患者

の救済制度始まる

２．１７厚生省「エイズ予

防法」施行

６．２３文体学１８７通知「学

校における環境衛

生管理の徹底につ

いて」

１０．１４文部省 高校生向

けエイズパンフ

レット作成，配布

８．２５文部省 中学生向

けエイズ教材作成，

配布

１０．―「予防接種法」改

正 予防接種が義

務接種から任意接

種へ

１２．８ 厚生省「らい予防

法」廃止

７．３１厚生省 O―１５７伝

染病に指定

― Ｃ型肝炎ウイルス

発見

― 米国「新興・再興

感染症」提唱

― WHO「結核非常

事態宣言」

― インド ペスト大

流行

― 米国 クリプトス

ポリジウム症集団

発生

― WHO 南北アメ

リカ地域「ポリオ

根絶宣言」

― ルワンダ難民，飢

餓とコレラで死者

続出

― 人食いバクテリア

の出現

― インド コレラ流

行

― WHO BCG複数回

接種の有効性への

疑問表明

― アフリカ ザイー

ル エボラ出血熱

― 新型クロイツフェ

ルト・ヤコブ病

― 英国 狂牛病騒ぎ

１９８９

１９９０

１９９１

１９９２

１９９３

１９９４

１９９５

１９９６



平成８

９

１０

１１

１２

１３

１４

７．１３大阪・堺市 ３３小

学校でO―１５７によ

る集団食中毒

７．２６大 阪，京 都 O―

１５７の経口感染を

懸念しプール閉鎖

１１．１９堺市 学校給食再

開

３．― 東京，神奈川，岩

手 小中学校の給

食のケーキにより

サルモネラ菌中毒

発生

― 結核の集団感染全

国であいつぐ（高

知，東京，福岡，

新潟，など）

― 小中学校でインフ

ルエンザ急増（患

者３万人）

５．― ポリオの予防接種

原因で３歳児死亡

７．― 関西３府県 給食

牛乳 雪印離れ

１１．― 東京 園児ら６１人

が感染性胃腸炎

― 麻疹大流行（患者

２７万人）

― 結核の集団感染あ

いつぐ

１．― 愛知・春日井市

校医結核発病・園

児ら７２０人結核検

査

３．― BCG 小中学校は

廃止，接種は乳児

１回に

― 埼玉 日本初水道

水を介してのクリ

プトポリジウムに

よる集団感染

― インフルエンザに

より高齢者１７０人

死亡

― 日本初のヤコブ病

患者

― 結核罹患率４３年ぶ

り増加

４．１０「バリバリいか」

で食中毒，サルモ

ネラ菌検出

７．３１岐阜 ジフテリア

で男性死亡

４．― 静岡の温泉 レジ

オネラ菌９人感染

６．２９雪印乳業 集団食

中毒（発症者１万

４，０００人超える）

９．― 千葉 日本初 狂

牛病発生

１．３０宮城 Ｂ型肝炎で

４人死亡

３．― Ｃ型肝炎感染問題

（１３万人）

７．２２Ｅ型肝炎で３人死

亡 国内初の確認

８．― 国内５例目となる

狂牛病発生

８．２０文体学１６８通知「腸

管出血性大腸菌感

染症の学校保健上

の取り扱い等…

…」

８．２８文体学１８７通知「学

校環境衛生の基

準」の一部改正に

ついて

― 厚生省「腸管出血

性大腸菌感染の診

断治療に関する研

究班」を組織

― 国立予防衛生研究

所を「国立感染症

研究所」に変更・

改組

― 「感染症予防・医

療法」成立

７．２６厚生省「結核緊急

事態宣言」

１１．２６厚生省「レジオネ

ラ症防止指針」を

全面的に改正

― 厚生省「感染症新

法」制定

５．― 厚生省 ポリオ接

種中断指示

― 厚生省は「厚生労

働省」に文部省は

「文部科学省」に

改組

９．２８文部科学省調査

全国１万５６８校で

給食の牛肉取りや

め

― 日本医師会 麻疹

対策強化要望へ

「死者，日本突出」

― 韓国 BCG再接種

中止

― 香港 新型インフ

ルエンザＡが発生

― 第５１回世界保健機

構総会

― ジンバブエ，バン

グラデッシュ，イ

エメンにマラリア

大流行

― ニューヨーク，マ

レーシアで脳炎患

者続出

１０．２９WHO 西太平洋

地域での「ポリオ

根絶宣言」

― ウガンダ エボラ

出血熱

― 香港 BCG再接種

中止

１２．― 米国 炭疽菌テロ

２．― WHO 昨 年１年

間５７０万人感染症

で死亡（エイズ，

結核，マラリア）

４．― 韓国 ブタコレラ

発生

８．― 米国 西ナイルウ

イルス騒動

１９９７

１９９８

１９９９

２０００

２００１

２００２

（天野敬子・小川文子・野村和雄）


